
自然豊かで 
小さな暮らし
ものづくり人生道半ば・・・・ 
足元にはアイディアが転がっている 

そのまま見逃すか？拾って持ち帰るか？ 

かたつむりはスクラップ・ビルドの繰り返し 
俺のマストはやっぱり「ものづくり」



1993スタート
ナチュラル雑貨屋としてOPEN



商品は？           

蔓のリース・カゴ 
孟宗竹・木の実ドライフラワーなど 
自然素材でオブジェを作り販売



近くの山から間伐材を必死で集める

父の協力も得て６畳のログハウスをセルフビルド

冬の間は外でドラム缶ストーブで暖を！



1994年かたつむりOPEN
はちくぼ山の間伐材を利用した
６畳の手作りログハウスをセルフ
ビルド。蔓、丸太、木の実、山
菜、流木などなど。足元に転がっ
ている天城の宝物が商品。私た
ちが普段見過ごしている自然素
材を都会の人々が興味深く購入
していただきました。「森の雑
貨」天城のmonoは立派な商品で
す。原点は「もの発見とものづ
くり」 
しかし地元の目は？・・・・



木の実の輪切り時計

ナチュラルリース

どんぐりや唐辛子のイアリング



クラフト体験
青空の下　フォトフレーム作り体験 
現在この場所はピザ焼き体験に変身



カメ仕込みコーヒー焼酎 麦栽培

麦のストロー



丸太の椅子に杉のテーブル

枝えんぴつ

枝を利用した家具



木の動物たち



ポスト＆ビーム式ログハウスの建設始まる
天城の杉檜を山から搬出。皮をむきワイヤーブラシで磨

き上げ組み上げ約１年で完成する



１９９６年完成









地元産「ヒノキ」「杉」を贅沢に使用 
約1年でセルフビルドのログハウスが完成

吹き抜けの天井で無農薬の麦を乾燥

無垢のテーブルや椅子は時間とともに艶が増します。



ナイト営業実験（金・土） 
エコなカフェ「e・cafe」 
店内はランプの明かりで！

こんなことも…



多くのリピーターに 
喜ばれるメニュー作り

夫婦２人で対応出来るメニューが基本



pizza
黒米粉入り国産小麦粉の生地に自家栽培の野菜や 

自家製燻製・猪ベーコンなどトッピング



keema　curry
挽肉タップリカレーをナンに乗せて！



七輪BBQ ウメ＆シソジュース

石窯マグロ禿焼き



Do It You Self
•身近な素材で安価な材料でまず
は作ってみる 

•つまずいたらインターネットが
ある！真似しよう！ 

•失敗したらやり直せばいい。 
それは次のステップにつながる 
スクラップ＆ビルド 
木は朽ちる！また作ればいい！　 
朽ちた木は薪になる。金具は再
利用すればゴミにならない。



チェンソーワーク

小屋作り

建物メンテナンス



ツリーハウス
•創業時に植えた「クヌギ」 
20年で大木に 
• 材料は間伐材を利用 
• 独自の工法で木の成長に合
わせてバランス調整 
自動車のジャッキでUP 
• ログトレーラーハウス宿泊
者オプション利用 
3名宿泊可能 
• 今後は敷地内にある「桜」
に増設



火の周りには人が集まる
石窯・薪ストーブ・囲炉裏・五右衛門風呂・ランプ… 

気が付いたら火に囲まれた暮らし！



石窯ピザ焼き体験



薪割り＆丸太切り体験



五右衛門風呂
薪をくべてワイルドに！ 

芯からポカポカ！温泉に負けない気持ち良さ。



大きな鍋とドラム缶を再利用
満天の星空を眺めながらいつも何か面白いことを考え！ 

次の日には行動を始めていました！



趣味が高じて始めた 
パン作り



天然酵母カンパーニュ
かたつむりらしくワイルドに！ 
中はしっとり外はパリッと！



パン作りは息子に！



薪の話
• 広葉樹がベスト　中でもナラ、クヌギは良質で人気 

• 桜・ケヤキ・カシ・シイなども火持・火力とも抜群 

• ヒメシャラ・クス・モミジ・ヤマモなどは割れにくい 

• 焚き付け用として杉やヒノキが重宝する 

• 伐採して時間が経つにつれ割れにくくなるので早めに割るようにしたい 

• 割ったマキはしばらく風雨にさらす・・・カビ予防 

• 乾燥は十分に最低でも1年半は乾燥させたい 

• 皮付きのまま乾燥すると虫が入りやすい・・・粉が出る



循環型エネルギー
薪は使用することで二酸化炭素を増やさない！？ 
木々は二酸化炭素を吸収して育ち大木となる。 

伐採して薪に使用する際二酸化炭素を放出するが木々は切り株から  
新たに芽吹き再び二酸化炭素を吸収し成長する。



薪割り＆薪小屋
• 薪小屋作り 
現在１０箇所の薪小屋あり
日々薪活 

• 薪割りの画期的アイディ
ア・・・ 
古タイヤを割台に固定して
周りながら割る 

• 薪割り体験実施中 
割った薪で五右衛門風呂も！



薪小屋
施設内に薪小屋が増殖中 

常時3～4年分確保・・・薪がダイヤモンドに見える！



東海バスのバス停が
できました。 

浄蓮の滝と道の駅 
「天城終え」 
の中間地点 

お願いしてできるも
のでもないのでとて
もラッキーでした！ 
その影響でしょうか 

近年ベスでの来店が
増えています！ 

バス停　かたつむり



宿泊体験 
ログトレーラーハウス

• 素泊まり専用トレーラー 

• ５人用・ファミリータイプ 

• １０人用・スクールタイプ 

• トイレ・ベット・AC・ミニキッチ
ン付き 

• 持込自由＝BBQが楽しめます 

• 手ぶら希望な方はおまかせBBQ 
お一人2700円（税込）アリ 

• 伊豆滞在の拠点として長期滞在も



石窯３基



薪ストーブ３基



珈琲焼酎
こだわりのコーヒー豆を 
昔酒蔵で使用していた瓶に 
約１ヶ月間熟成して作ります。 
ほんのり珈琲の風味に甘い 
飲み口が癖になります。 

お酒の販売許可を取得していないので 
店内でお楽しみ頂けます。



katatsumuri lune
2015年　平塚店　OPEN　長女経営



2015年まで自宅

2016年自宅をリノベーション

フランスにあるパン屋さんを意識



Boulangerie　Patisserie　ADACHI
2016年1月16日　OPEN



フランスで学んだ伝統的な 
フランスのパン屋さんを 
生まれ育った伊豆天城にオープンしたい

かたつむりの原点である１号店で 
息子夫婦が１年間トレーニングを重ね 
ついに実現しました。



かたつむりやりたいことMAP  
これからの5年・10年・20年のビジョンづくり



2018年 
創業25年

かたつむり次の一👊は！？
いって



30年経つと生存率０％
かたつむりは言わば小回りの効く「小舟」釣り方を変え釣る魚を変える 

ー5年ごとに常に革新できる店作りを目指す



はちくぼ会
• 天城茅野地区で遊休農地保全管理
をしている農家有志（任意団体） 

• 黒米・古代米・緑米を生産 
田植え体験稲刈り体験を通じ都市
住民との交流を実施 

• しいたけ栽培 

• 鳥獣被害対策として罠を設置管理 

• はちくぼ山森林整備



黒米田植え＆稲刈り体験



わさびオーナー募集わさびオーナー募集

　　　モミの木沢　里山食楽舞　　　モミの木沢　里山食楽舞
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伊
豆
市
湯
ケ
島
地
区
の
住
民
有
志
で
つ
く
る
団
体
「モ
ミ
の
木
沢
里
山
食
楽

舞
（く
ら
ぶ
）
」
が
３
日
か
ら
、
同
地
区
特
産
の
ワ
サ
ビ
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
を

開
始
す
る
。
体
耕
状
態
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
ワ
サ
ビ
田
を
再
生
さ
せ
る
と
と

も
に
、
農
作
業
の
体
験
を
通
じ
た
市
外
の
住
民
と
の
交
流
拡
大
も
目
指
す
。

５
年
ほ
ど
前
に
栽
培
を
体
上
し

た
、
広
さ
約
２
０
０
平
方
房
の
ワ

サ
ビ
田
を
活
用
す
る
。
オ
ー
ナ
ー

は
入
会
金
２
千
円
と
ワ
サ
ビ
苗
の

代
金
な
ど
会
費
１
万
円
を
支
払

い
、
ワ
サ
ビ
田
に
堆
積
し
た
樹
木

の
除
去
や
シ
カ
食
害
防
止
用
の
柵

の
補
修
、
苗
の
植
え
付
け
、
収
穫

な
ど
の
作
業
に
年
間
を
通
じ
て
参

加
す
る
。
約
１
年
半
後
に
は
、
１

人
当
た
り
１２
本
程
度
の
ワ
サ
ビ
の

収
穫
を
見
込
ん
で
い
る
。

．．　
　
ま
た
、
オ
ー
ナ
ー
の
中
で
希
望

・̈　
者
が
い
れ
ば
、
地
元
住
民
と
の
懇

・
親
会
、
地
場
産
品
の
食
事
会
、
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
も

，一　
オ
プ
シ
ヨ
ン
で
提
供
し
、
地
域
ぐ

る
み
の
交
流
を
進
め
る
。

今
回
の
取
り
組
み
の
背
景
に

は
、
同
地
区
で
年
々
進
行
し
て
い

る
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
伴
う
遊

¨
体
農
地
の
拡
大
が
あ
る
。
「地
域

の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
」
と
考
え
て
い
た
メ
ン
バ
ー

が
今
年
に
入
り
、
棚
田
の
保
全
な

ど
で
全
国
的
に
導
入
事
例
が
増
え

て
い
る
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
展
開
す

る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。
事
業
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
地
権
者
も
見
つ

か
り
、
実
施
が
決
ま
っ
た
．

同
団
体
の
安
藤
孔
治
代
表
（６．
）

は
「地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
人
が
減
っ
て
い
く

の
を
何
と
か
食
い
止
め
る
必
要
が

あ
る
。
オ
ー
ナ
ー
の
方
も
住
民
側

も
一緒
に
な
っ
て
楽
し
み
な
が
ら

進
め
、
息
の
長
い
取
り
組
み
に
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

富
山
県
高
岡
市
の
運
送

会
社
「ト
ナ
ミ
運
輸
」
の

社
員
が
虚
偽
の
証
明
書
を

作
成
し
、
運
転
手
に
無
資

格
で
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
運
転
さ
せ
て
い
た
事
件

で
、
同
社
が
１０
年
以
上
前

か
ら
不
正
取
得
を
繰
り

返
し
、
こ
れ
ま
で
に
１
０

０
人
以
上
が
無
資
格
だ

っ
た
こ
と
が
２
日
、
関
係

者
へ
の
取
材
で
分
か
っ

た
。無

資
格
運
転
を
め
ぐ
っ

きょうから地域ぐるみで交流

ワサビ田の状況を確認する「 モ ミの木沢里 山食楽舞」の
メ ンバ ー=4月 24日 、伊豆市

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
無
資
格
運
転

ト
ナ
ミ
運
輸
１００
人
超

て
は
、
大
阪
中
央
労
働
墓

準
監
督
署
が
３
月
、
労
働

安
全
衛
生
法
違
反
の
疑
ｔ‐

で
、
同
社
と
大
阪
中
央
支

「検
査
ミ
ス
、母
死
亡
」

福
井
大
を
損
賠
提
訴

浜松
の遺
族
ら

２
０
１
２
年
に
福
井
大

医
学
部
付
属
病
院
（福
井

県
永
平
寺
町
）
で
受
け
た

大
腸
の
内
視
鏡
検
査
の
ミ

ス
で
母
親
＝
当
時
（８６
）＝

が
死
亡
し
た
と
し
て
、
浜

松
市
な
ど
の
遺
族
４
人
が

２
日
ま
で
に
、
福
井
大
と

男
性
主
治
医
に
約
３
６
０

０
万
円
の
損
害
賠
償
を
求

め
る
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

訴
状
に
よ
る
と
、
母
親

は
・２
年
１２
月
に
下
血
し
、

同
病
院
に
救
急
搬
送
さ
れ

た
。
主
治
医
は
大
腸
検
査

の
際
、
下
剤
を
投
与
し
て

も
十
分
な
排
便
が
な
か
っ

た
の
に
、
内
視
鏡
を
挿
入

し
て
空
気
を
送
っ
た
た

め
、
便
で
ふ
さ
が
っ
た
腸

内
の
圧
力
が
さ
ら
に
高
ま

っ
て
大
腸
に
穴
が
開
い

た
。
母
親
は
１３
年
１
月
、

こて
日些巨
〓́共
うへ
　′′寿冒
百

店
長
ら
７
人
を
書
類
送

検
＾́
近
畿
地
方
の
他
の
支

店
で
も
同
様
の
ケ
ー
ス
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

労
基
署
は
、
以
前
か
ら
慣

習
的
に
不
正
が
続
い
て
い

た
と
み
て
全
社
を
対
象
と

し
た
調
査
を
指
示
し
て
い

は
十
分
な
排
便
が
確
認
で

き
な
か
っ
た
時
点
で
腹
部

の
診
察
や
画
像
検
査
を
実

施
し
、
内
視
鏡
検
査
を
避

け
る
注
意
義
務
が
あ
っ
た

突然(丸見え

思わぬ波紋

く電 と 問 Pレ に        馴 は 陽 儘 翻
"蓼

大
分
市
中
心
部
の
商
店
街
が

ガ
ラ
ス
張
り
の
公
衆
ト
イ
レ
を

設
置
し
た
。
人
が
入
る
と
セ
ン

サ
ー
が
働
い
て
ガ
ラ
ス
が
曇

り
、中
が
見
え
な
く
な
る
。話
題

づ
く
り
で
人
を
呼
び
込
む
狙
い

だ
っ
た
が
、
女
性
が
中
で
じ
っ

と
し
て
い
る
う
ち
に
透
明
に
一戻

っ
て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

思
わ
ぬ
波
紋
を
広
げ
て
い
る
。

高
さ
と
奥
行
き
が
約
２
房
、

幅
約
１
研
の
箱
型
で
、
男
女
共

日
Ｄ
上
ｋ
ョ
。
羊
ミ
更
語
●
６

た
。関

係
者
に

社
は
調
査
の

地
方
だ
け
で

や
東
海
、
十

め
て
運
転
華

上
が
無
資
格

告
し
て
い
一

の
に
、
そ
れ

主
張
し
て
い

提
訴
を
呼

司
付
属
病
陣

と
し
て
は
渦

彦摩呂さんも応援に！

道の駅「天城越え」近く 
６段の小さなワサビ沢 
大きなモミの木がお出迎え



もみの木沢里山食楽舞
• わさび農家とタックを組み地
元有志とわさび沢を利用した
「わさびオーナー制度」を推
進 

• 会費制で一人約１２本のわさ
びのオーナーに！ 

• 約1年半ほどで収穫を迎える 

• 植え付け・イベント・収穫に
参加



はちくぼ山
次はこの里山が動き出す！


